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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性
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「商店街魅力づくり応援
事業」空き店舗見学会等
参加者数

1 未達成30人

10,1803,968

うち一般財源 10,499 2,151

合計（A)

30人

達成状況
の分析

主な取組

・県内商店街団体が行う人材育成事業等に対する助成を実施
　補助対象者：長野県商店街振興組合連合会、長野県商店会連合会
　補助総額：1,800千円
　内容：後継者育成研修や各地域でのセミナーの開催
　
・新型コロナウイルス感染症のクラスターが発生したエリアにおいて、
商店街等が行う感染拡大防止対策や風評被害防止対策の取組を支援
　補助対象者：上田市、山ノ内町、小諸市
　補助総額：8,362千円
　内容：感染地域に対する消毒、備品の共同購入等

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性

1 1職員数（人）

成果指標
設定理由

新型コロナウイルス感染症による客足や売上の減少、消費者の行
動変化などによる、ニューノーマルへの対応の必要性。

他県の取組等を参考にし、アフターコロナ時代を生き抜く
商店街について研究を深めていく。

 決　算　額（B）

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

sansei@pref.nagano.lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

付加価値を高め、経済成長を実現

事業番号 07 04 01 事業改善シート （令和２年度実施事業分）

事　業　名 商業・サービス産業振興事業費
部局

実施期間 S45

産業労働部 課・室 産業政策課

県民の豊かさ全国トップレベルを維持
８つの重点目標

2-5 地域に根差した産業の振興 3-1 信州と関わりを持つ「つながり人口」の拡大

H30年度

【現　　状】

【目指す姿】

【実施内容】

・県内の商店街数は昭和56年をピークに減少傾向にあり、空き店舗率は9.5％と増加傾向（平成29年度商店街実
態調査）

・地域主導の商店街活性化を推進し、地域住民にとって魅力あるまちづくりを具現化する

23,999

3-5 市街地の活性化と快適な生活空間の創造

32,151

目標値R1年度 R2年度

0

No 成果指標

・モデル地域を指定し、空き店舗等を活用した商店街活性化のアイデア実現を支援

達成状況

総合的に展開する
重点政策

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし ］

事業の現状
・目指す姿
(予算編成時)

区分（単位：千円） R1年度 R2年度

2-6 郷学郷就の産業人材育成・確保

前年度繰越

予
算
額

現計予算 23,999

32,151

事
 

業
 
コ
 

ス
 
ト
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商店街振興の取組効果を測るため、事業における空き店舗見学会参加者数を成果目標に設定

新型コロナウイルスの対応や商店街の状況を考慮し、実施見送り

mailto:sansei@pref.nagano.lg.jp


千円
商業・サービス産業振興事業費

委託

補助金

商店街魅力づくり応援事
業

委託 新型コロナウイルスの対応や商店街の状況を考慮し、実施見送り

1
3,968 10,180

千円

補助金

令和２年度　実施内容（実績）

魅力的な店舗づくりや持続的に繁栄する商店街づくり促進のため、商
店街及び団体が行う取組を支援
【補助件数２件、補助総額1,800千円】

No.

1

3

4

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 07 04 01 細事業一覧 （令和２年度実施事業分）

Ｒ１年度
決　算

Ｒ２年度
決　算

実施
方法

細事業を構成する主な取組

商店街共同活動支援事業

商店街実態調査実施事業

クラスター発生エリア感
染拡大防止対策等支援事
業

2

産業労働部

新型コロナウイルスの対応や商店街の状況を考慮し、実施見送り
（令和３年度に商圏調査と合わせて実施予定）

新型コロナウイルス感染症のクラスターが発生したエリアにおいて、
商店街等が行う感染拡大防止対策や風評被害防止対策を支援
【補助件数３件　補助総額8,362千円】

課・室 産業政策課

細事業
No.

部局事　業　名 商業・サービス産業振興事業費


